
地域の暮らしと福祉に関する

大分市民意識調査について

（速報）

調査対象者 18歳以上の大分市民3,600名（無作為抽出）
（男女比 50：50）

調査期間 令和４年６月２４日～令和４年７月２９日

資料５



【基本情報】

○回答者１，７８８名（４９．７％）

○回答者の性別は、男性３５％、女性５６％、その他０．２％、無回答９％

○回答者の年齢層のうち、６０歳以上の割合は４５％

○回答者の家族構成のうち、単身世帯の割合は１３％

○回答者の世帯年収のうち２００万円以内の収入の割合は２０％

【１ 普段の生活とこれからのことについて】

○普段、近所の人と付き合いがほとんどないと回答した割合は１０％

また、ほとんど会話をしないと回答した割合は１１％

○地域や福祉サービスを得る主な手段の６６％は市報や回覧板による

○「自分ができる手助け」、「地域の人にしてほしい手助け」は共に「安否確認や見守り」と回答した人が最も多い

【２ 地域での活動について】

○地域活動への参加経験について、「参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない」の割合が３４％

○参加していると回答した人のうち、参加頻度の割合は「年に数回」が最も多い

○「参加した活動」、「今後参加したい活動」はともに「環境・美化活動」が最も多い

○活動への参加理由の割合は「地域に住む者の義務」が最も多い

○活動に参加しない理由の割合は「忙しいから」が最も多い

【３ 民生委員・児童委員、自治会長、大分市社会福祉協議会について】

○民生委員・児童委員を知っている（３０％） 自治会長を知っている（５６％）

○大分市社協については「名前は聞いたことがあるが、事業内容はよく知らない」が６２％

【４ 災害への備えについて】

○個人における災害への備えでは「非常持出品を準備している」が最も多い

○地域における災害への備えでは「避難場所を把握すること」が最も多い

意識調査の概要
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○性別
○年齢層
○居住地区
○住居タイプ
○居住年数
○職業
○家族構成
○最終学歴
○年収（過去１年間）
○暮らし向き

基本情報
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35.2%

56.2%

0.2%

8.4%

性別

男性

女性

その他

無回答

1%

7%

10%

14%

15%

17%

11%

17%

8%

年齢層

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答
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42%

7%11%
5%

13%

5%

4%
2%

2% 1%

8%

居住地区（本庁、支所別）

大分地区

明野地区

鶴崎地区

大南地区

稙田地区

大在地区

坂ノ市地区

佐賀関地区

野津原地区

わからない

無回答

62.0%
9.5%

3.1%

3.0%

12.5%

0.9%

0.1% 0.6%

8.3%

住居タイプ

持ち家（一戸建て住宅）

持ち家（分譲マンション）

借家（一戸建て住宅）

公営の賃貸住宅

民間の賃貸住宅

社宅・寮・官舎・公社

下宿・間借り

そのほか

無回答

4

54

119

96

158

309

274

633

145

0 100 200 300 400 500 600 700

1年未満

1年以上3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

無回答

居住年数



5

121

32

462

242

79

20

203

451

21

0 100 200 300 400 500

自営業

自営業以外の経営者・役員

会社員・団体職員など

パート・アルバイトなど

公務員

学生

家事専業

無職

そのほか

職業

230

456

559

74

111

119

84

155

0 100 200 300 400 500 600

単身者世帯

夫婦のみ

夫婦と未婚の子

親と子ども夫婦

三世代以上同居

母子・父子世帯

そのほか

無回答

家族構成



2%

8%

56%

22%

9%

3%

暮らし向き

かなり上

少し上

中くらい

少し下

かなり下

無回答

6

122

781

171

311

22

181

9

4

31

156

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

小学・中学

高校

短大

大学

大学院

専門学校

高専

答えたくない

その他

無回答

最終学歴

146

218

306

206

188

140

107

87

49

40

61

14

8

218

0 50 100 150 200 250 300 350

100万円未満

100～200万円未満

200～300万円未満

300～400万円未満

400～500万円未満

500～600万円未満

600～700万円未満

700～800万円未満

800～900万円未満

900～1000万円未満

1000～1500万円未満

1500～2000万円未満

2000万円以上

無回答

世帯年収（最近１年）



問１ 普段のつきあい

問２ 会話頻度

問３ 外出頻度

問４ 情報を得る手段

問５ 地域に対する意識

問６ 地域と行政の関わり方

問７ 地域生活での大切なこと

問８ 手助けしてほしいこと

問９ 手助けしてほしい人

問１０ 手助けを求めれるか

問１１ どのような手助けができるか

問１２ 手助けができるか

問１３ 不安や困りごと

問１４ 不安や困りごとの際の相談相手、相談先

問１５ 安心して充実した生活を送るため、いま足りないもの

１．普段の生活と、これからのこと
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20%

6%

25%

37%

10%

2%

（問１） 近所の人と、どの程度お

つきあいをしていますか

何か困った時に助

け合う親しい人が

いる

互いに訪問しあう

人はいる

立ち話をする人は

いる

顔が合えばあいさ

つを交わす人はい

る

ほとんど付き合い

がない

無回答

57%

6%

10%

15%

11%

1%

（問２）どの程度会話をしていますか

毎日１回以上

週５～６回

週３～４回

週１～２回

ほとんど会話をし

ない

無回答
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47%

22%

17%

10%

3% 1%

（問３）どの程度外出をしていますか

毎日１回以上

週５～６回

週３～４回

週１～２回

ほとんど外出

しない

無回答

66%
8%

0%

3%
11%

3%

1%
3%5%

（問４）地域のことや福祉サービス

に関する情報を得る主な手段

市報・回覧板

テレビ

ラジオ

新聞

インターネットや

ＳＮＳ（交流サイ

ト）
となり近所の人

民生委員・児童

委員

その他

無回答
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726

737

295

654

562

594

304

319

653

43

67

100

30

64

92

31

39

54

0 100 200 300 400 500 600 700 800

１．この地域が好きである

２．事情が許せば、ずっとこの地域に住み続けたい

３．この地域のためになることをして、役に立ちたい

（問５）居住地域についての考え
無回答

そう思わない

どちらかといえば

そう思わない

どちらとも

いえない

どちらかと言えば

そう思う

そう思う

495

493

766

725

432

446

26

37

20

26

49

61

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

１．住民は、行政とともに地域の課題解決に

取り組んだほうがよい

２．行政が、いろいろな計画をつくる時点から

住民は参加したほうがよい

（問６）地域と行政のかかわり
無回答

そう思わない

どちらかといえば

そう思わない

どちらとも

いえない

どちらかと言えば

そう思う

そう思う
10



27%

28%

34%

9%

2%

（問７）安心して充実した生活を送るためにとくに大切なこと

住民一人ひとりが、できることは自分でする

住民同士が助け合う

住民の福祉サービスをもっと充実させる

わからない

無回答
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948

326

631

489

681

269

918

150

108

40

1070

434

443

163

271

222

713

131

211

61

0 200 400 600 800 1000 1200

安否確認や見守り

訪問などによる話し相手

軽易な家事援助、買い物の手伝い

お弁当の配食

通院など外出するときの送迎

短時間の子どもの預かり

災害時の避難の手助け

とくにない

わからない

そのほか

（問８）地域の人にしてほしい手助け（多重回答）

（問１１）自分ができる手助け（多重回答）

自分ができる手助け

地域の人にしてほしい手助け
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21%

26%

18%

5%

27%

3%

（問９）地域での手助けは誰にしてほしいか

となり近所の人

知人・友人

民生委員・児童委員

自治会長

ボランティアやNPO

そのほか
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344

732

253

176

0 100 200 300 400 500 600 700 800

手助けを求めることができる

手助けを求めたいが、遠慮してしまう

手助けを求められない

わからない

（問１０）手助けを求めることができるか

205

857

209

25

16

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

自分から積極的に手助けをする

相手から直接もとめられれば手助けをする

手助けしたい気持ちはあるが、なかなかできない

自分からは積極的に手助けをしない

わからない

（問１２）実際に手助できるか
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313

124

311

178

77

300

345

589

558

35

0 100 200 300 400 500 600 700

健康がすぐれない

頼れる人がいない

生活のための収入が足りない

子どもや孫など身内のこと

人間関係がうまくいかない

家や庭の維持管理のこと

親などの介護のこと

災害が起きたときのこと

とくにない

そのほか

（問１３）不安や困りごと（多重回答）

1089

799

417

162

733

85

57

260

197

42

45

257

152

136

52

18

0 200 400 600 800 1000 1200

同居の家族・親族

別居（市内にいる）の家族・親族

別居（市外にいる）の家族・親族

となり近所の人

知人・友人

民生委員・児童委員

自治会長

市役所、保健所の窓口

地域包括支援センター

社会福祉協議会

学校や幼稚園、保育所（園）の先生

医療機関（医師、看護師など）や薬局

福祉サービスの事業所

どこに相談したらよいかわからない

相談できる人はいない

そのほか

（問１４）困ったときの相談先（多重回答）

15



430

294

193

223

337

154

306

147

241

275

553

54

0 100 200 300 400 500 600

住民同士の交流

高齢者や障がい者を対象とした、地域住民による助け合い

地域での子育て支援

地域住民が気軽に集まることができる場所

食料品や日用品を買える身近な店

身近な病院や診療所

買い物や病院などへの移動手段

ボランティアによる車での移動支援

地域の防犯体制

地域の防災体制

とくにない

そのほか

（問１５）地域でいま足りないと感じているもの（多重回答）
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問１６ 参加の有無

問１７ 参加した種類

問１８ 参加頻度

問１９ 参加理由

問２０ 今後参加したい活動

問２１ 参加しなかった理由

２．地域での活動
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796

293

611

88

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

参加したことがある

参加したことはないが、今後は参加したい

参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない

未回答

（問１６）地域活動への参加経験

6

26

56

89

230

90

273

0 50 100 150 200 250 300

毎日

週に２～３回

月に２～３回

月に１回程度

年に数回

年に１回程度

最近１、２年は参加していない

（問１８）地域活動への参加頻度（最近１、２年）
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433

564

335

228

54

87

81

265

25

26

0 100 200 300 400 500 600

まちづくり活動

地域の環境・美化活動

PTA活動

スポーツ・趣味・娯楽活動

子育て支援活動

高齢者や障がい者への福祉活動

防犯活動

防災活動

とくにない

そのほか

（問１７）参加したことのある地域活動（多重回答）
※問１６で「参加したことがある」と回答した人のみ

372

503

61

238

94

185

124

277

181

24

0 100 200 300 400 500 600

まちづくり活動

地域の環境・美化活動

PTA活動

スポーツ・趣味・娯楽活動

子育て支援活動

高齢者や障がい者への福祉活動

防犯活動

防災活動

とくにない

そのほか

（問２０）今後参加したい地域活動（多重回答）
※問１６で「参加したことがある」または「参加したことはないが、今後参加したい」と回答した人のみ
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182

101

97

143

221

313

57

90

0 50 100 150 200 250 300 350

行事や活動の内容に興味や関心があるから

時間に余裕があるから

大勢で活動するのが楽しいから

近所の人や知り合いに誘われるから

自治会など地域の団体の役員になっているから

地域に住む者の義務だから

参加しないと住みづらくなるから

なんとなく、昔からそうだったから

（問１９）地域活動への参加理由（多重回答）
※問１６で「参加したことがある」と回答した人のみ

161

203

152

236

25

342

71

173

138

94

0 50 100 150 200 250 300 350 400

身近に参加したいと思う活動がないから

身近に団体や活動内容に関する情報がないから

身近に一緒に参加できる人がいないから

参加するきっかけが得られないから

家族や職場の理解が得られないから

忙しいから

金銭的負担があるから

人づきあいが面倒だから

興味がわかないから

そのほか

（問２１）地域活動に参加しない理由（多重回答）
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問２２ 民生委員・児童委員活動

問２３ 民生委員・児童委員、自治会長の認知

問２４ 大分市社協への認知

問２５ 社協の事業への認知

３．民生委員・児童委員、自治会長、大分市社協について
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161

203

152

236

25

342

0 50 100 150 200 250 300 350 400

日常生活の悩みや心配ごとの相談

福祉に関する情報の提供

高齢者や障がい者などの支援が必要な人への訪問

児童に関する相談

関係行政機関の依頼による事実確認調査

知らない

（問２２）民生委員・児童委員活動について（多重回答）

545

1007

1110

679

133

102

0 200 400 600 800 1000 1200

ア 民生委員・児童委員

イ 自治会長

（問２３）民生委員・児童委員、自治会長について

３ 無回答

２ 知らない

１ 知っている
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274

1109

313

92

0 200 400 600 800 1000 1200

名前も事業内容もよく知っている

名前は聞いたことはあるが、事業内容はよく知らない

名前も事業内容も知らない

未回答

（問２４）大分市社協について

2394

184

115

199

29

78

45

81

71

116

85

98

93

36

55

2

0 50 100 150 200 250

小地域福祉ネットワーク活動事業

大分市地域ふれあいサロン（高齢者サロン）

ふれあい・いきいきサロン（子育てサロン）

広報誌「おおいた市社協だより」

音楽指導員派遣事業

ボランティア養成研修

福祉教育

災害時支援

車いすの貸出

生活困窮者自立相談支援（大分市自立生活支援センター）

生活福祉資金貸付

障がい者相談支援（大分市障害者生活支援センターさざんか）

日常生活自立支援（あんしんサポートセンター大分）

やすらぎ生活支援

大分市成年後見センター

そのほか

（問２５）大分市社協の事業で知っているもの（多重回答）



問２６ 個人における災害に対する備え

問２７ 地域における日頃からの備え

４．災害への備え
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788

573

743

407

57

178

441

18

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

非常持出品を準備している

備蓄品を準備している

近くの学校や公園など避難する場所を決めている

家族との連絡方法などを決めている

となり近所の人との連絡方法などを決めている

防災訓練に積極的に参加している

とくにない

そのほか
（問２６）災害に対する備え（多重回答）

25
460

658

499

1044

777

95

188

24

0 200 400 600 800 1000 1200

地域住民同士が活発に交流すること

地域で防災情報や災害情報の連絡体制をつくること

地域で避難訓練を実施すること

地域の避難場所を把握しておくこと

高齢者など、地域で避難支援を必要とする人(「避難行動要支援者」)を把握し、情

報を共有しておくこと

とくにない

わからない

そのほか

（問２７）災害時に助けあって避難するために必要な日頃からの取り組み（多重回答）


